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 事業概要 

スペースデブリ対策のひとつである⾮デブリ化の⼀環としてロケット上段や宇宙機の⾼忠実な物理
モデルによる新しいリエントリ溶融性評価法 LS-DARC を開発し, 安全要求厳格化に備えた EC 値の
⾼精度評価や設計上流段階からの安全性設計を実現させる.  

この活動で得られる 6 ⾃由度軌道, 空⼒, 熱流束, 熱伝導及び溶融による形状変化を考慮した多分野
連成シミュレーション技術は解析時間が短いうえに広く応⽤が可能なものであり, HTV 搭載型⼩型回
収カプセルや再使⽤型ロケットの空⼒・熱流束評価などに適⽤していく計画.  

 
参考 URL: http://stage.tksc.jaxa.jp/jedi/simul/index.html 

 

 JSS2 利用の理由 

リエントリ安全評価では様々な物理シミュレーションを組合わせた連成解析を, 様々な不確定因⼦
ばらつきを考慮した確率論的評価が不可⽋である. それに加えて安全性設計を実現させるには設計パ
ラメータも変えた評価が⽋かせない.  従って, ⾼負荷な数多くの数値解析の実⾏ができる⾼性能な計
算機環境が⽋かせない.  また取扱う解析対象もロケット上段や宇宙機全体であることから, 機微情報
を取扱う必要がある.  

従って, ⾼性能な JAXA 内のスーパーコンピューターである JSS2 は不可⽋であり, 重要な役割を果
たしている.  

 
 
 
 

システム安全・運用評価技術 
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 今年度の成果 

本年度は LS-DARC を完成させるうえで必要な熱流束・空⼒特性の縮約モデルの検証のために必要
な CFD 解析や, ロケット上段を対象とした実機に対する開発してきた LS-DARC の統合検証のため
のリエントリ安全評価解析をおこなった. その結果, 熱流束・空⼒特性の縮約モデルについて改良が必
要なケースの識別やその具体的な⽅法の検討, 解析負荷の⾼い複雑形状で部品点数の多い実機解析に
おけるツールの改良点の識別と改良をおこなうことができた. 図 1 は, リエントリ安全評価コード LS-
DARC の概要とロケット上段に対する解析例である.  

 

 
図 1: ⾼忠実な多分野連成モデルによるリエントリ安全評価法 LS-DARC

とロケット上段に対する表⾯熱流束分布 
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 JSS2 利用状況 
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 計算情報 
 

 

 利⽤量 

総資源に占める利⽤割合※1 (%)：0.27 
     
    内訳 

計算資源 
計算システム名 コア時間(コア・h) 資源の利⽤割合※2 (%) 

SORA-MA 2,324,723.64 0.28 
SORA-PP 106.38 0.00 
SORA-LM 0.00 0.00 
SORA-TPP 401.03 0.03 

 
ファイルシステム資源 

ファイルシステム名 ストレージ割当量(GiB) 資源の利⽤割合※2 (%) 
/home 426.01 0.44 
/data 25,939.49 0.46 
/ltmp 15,598.34 1.34 

 
アーカイバ資源 

アーカイバシステム名 利⽤量(TiB) 資源の利⽤割合※2 (%) 
J-SPACE 0.31 0.01 

 
※1 総資源に占める利⽤割合：3 つの資源(計算,ファイルシステム,アーカイバ)の利⽤割合の加重平均 
※2 資源の利⽤割合：対象資源⼀年間の総利⽤量に対する利⽤割合 
 

プロセス並列⼿法 MPI 
スレッド並列⼿法 FLAT 並列 
プロセス並列数 96 - 512 
１ケースあたりの経過時間 400 時間 
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